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若狭国・越前国は現在の福井県にあたります。その初期郵

便には全国の郵便取扱開始に伴い、抹消印としてそれぞれ

の郵便局で独自の印が使用されました。また、同時に証示印

が中継印、到着印として使用されました。これらの証示印も

不統一印として、分類がされています。若狭国・越前国は郵

便局の局数も少なく、当然、不統一印の種類もそれに比例し

て数が少ないです。特出しているのは、福井局の「足羽縣/

検査済」です。この不統一印は東海道筋の大型地名入り検査

済印と同じ大型地名入り検査済印に分類されています。 

多くの新発見の不統一印が含まれ、収集率は若狭国で82

％、越前国で87％で、ほぼ確認されている郵便局の不統一

印を、展示されていると感じていただければ幸いです。 


